ある。 小屋の 中 を 西に とび 東に 走り、 荒々 しい 息づか 

いで、 鬼の 如くに 力仕事に 精神 を 使い 果 した ほどで あ 

る。 

一時 ごろ、 横 浜の 興行師が 来たので、 座長、 夢 之 助、 

彼の 三人で 料理屋へ 招いて、 興行 を 打ち合せ、 三時 ご 

ろ 小屋へ 戻る と、 荷造り は 全く 終って いた。 彼 は 一度 

ヒサ を 見て 抱きついた だけで、 その後 は 全く 見て いな 

ヽ o 
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彼 は 荷造りの 座員 を ねぎらう ため、 酒 を 買わせて 楽 

屋で 酒宴 を ひらき、 明るい うちに 大虎に なって、 みん 

なと 寝 こんで しまった。 目が さめた 時 は 夜の 十 時 ごろ 



方 不明の 中 橋 英太郎 に ついて 知る 必要が あつたからで 

ある。 そこに 誌され た 記事 は 又もや 甚だ 意外 きわまる 

ものであった。 その 記事 は 次の 通りで ある。 

川 富 三 与吉。 軽 跳。 明治 四 年 米 人 ハリマンに 招かれ 

て 渡来す。 一 行 次の 如し。 

軽 跳。 三 与吉。 妻 ハナ。 

コマ 廻し。 松 井 金 次。 妻 小まん。 娘 フク 八 歳 (コマ 

の 中に 入る) ツネ 五 歳。 悴良ー 当歳。 

軽 跳。 梅 之 介。 手妻。 同人 妻 柳 川 小 蝶。 連れ子 ヤス 

五 歳。 



すけ ど」 

夢 之 助 を よんで、 ヤス を 記憶して いるかと 問う と、 

夢 之 助 は 首 を ふって 否定した。 彼女 は 当時、 あまりに 

幼かった のであろう。 

* 

常 見 キミエが 連行され てきた。 その 陳述 は 次の 通り 

である。 

彼女 は 中 食後 本郷の 宿舎 をで た。 六 区へ 着いた の は 

一 時 ごろ。 二 時 ごろ 荒巻の 姿 を 見かけて 飛 龍 座へ 追つ 



いるよう に 言った が、 夢 之 助 はそう ではない と 言つ て 

いるよ。 夢 之 助の 語る ところでは、 結婚の 相手 は 自分 

で、 君 は ヒサに 愛想 づ かし をされ ている と 云う ではな 

ヽ i I 

レカ」 

「いえ。 そんな ことはありません。 ヒサ は 私 を 追って 

四国へ くる ことに 話が きまって いました。 ただ、 時期 

と 方法の 問題 を あれこれ 相談して いたのです」 

「それ はお かしい ねえ。 君 は 三十日の 夕方に も 夢 之 助 

と 酒 をく み 交し つ つ 結婚の 時期と 方法 を 相談した と 夢 

之 助 は 言って いるが、 同時に 二人の 女と 同じ こと を 相 

談 していた のかね。 ここへ 夢 之 助 を よんで くるが、 君 



うわけ かね」 

と、 新 十郎は 珍しく 苦々 しげに 皮肉 を 云った。 

連行した 容疑者 一同 は署に 泊めお くこと にして、 新 

十郎 がで かけた ところ は、 根 岸の 夢 之 助の 妾宅で あつ 

た。 召使い を よんで、 

「十一 月 三十日に、 夢 之 助と 荒巻の 両名が 揃って 戻つ 

ら< 

てきた 箬 だが、 それ は 何時 ごろだった ね。 楽の 翌日の 

荷造りの 日 だよ」 

「ハツ キリと は 覚えて いません が、 夕方ち かいころ で 

したね。 これで 一段落、 忙しい 用が すんだ、 と、 すぐ 

お 酒 盛でした。 まだ 日の あるう ちに、 疲れた、 疲れた、 



の 中 橋 別邸へ と 急ぎ 去る。 これで 犯人の その 日の 行動 

は 終り をつ げたので す」 

虎之介 は クビを ふ つ て、 

「音 次 を よびとめた 女と、 捨音を よんだ 男と は、 別の 

人間 さね。 ただし 一 心 同体で は あるが、 な。 失礼な が 

ら、 あなた はま だお 若い。 男女の 道に 心得がなくて は 

正しい 推理 を あやまります ぞ。 なァ、 お 梨 江 嬢。 結 城 

さん を 名探偵に 仕込む ために ョメを 探して あげたい と 

思う が、 どうだろう」 

そこへ 古田 老 巡査が 慌ただしく 龃 けこんで きた。 

r 只今 警視庁から 急報が ありまし てな。 中 橋 英太郎 が 



行方 知れず なった の だから、 まず 第一に 疑ら れる にき 

まって らァ な。 そこ を 見ての カラク リだ。 夢 之 助 は 幼 

少 より 芸人の 中に 育ち、 軽業 手妻 を 見つけて 育って い 

るから、 指先の 捌き は コッを わきまえ、 クロ 口 ホルム 

を あやつる ぐらい は 器用に やっての けたろう さね。 夢 

之 助 は 午後 の 三 時す ぎに 荒巻 をと もな つて わが 家へ 帰 

り、 時なら ぬ 昼 酒 を 飲んだ の は 早寝と 見せて ぬけだす 

ため。 ねむる と 見せて 荒巻に は クロ 口 ホルム を かがせ 

たのち、 裏木戸から 忍びで たの さ。 広小路で 捨吉に 命 

じて 中 橋 別邸へ 行李 をと りに 走らせ、 予定の 仕事 を 無 

事 完了した のが 九 時ち よ ヅ とすぎ た - J ろ。 再び わが 家 



して、 クロ 口 ホルムで ねむらせてから 殺して 水中へ 落 

した ものに 相違ありません。 中 橋 を 殺す ことこ そ は 彼 

女の 真の 目的で、 ヒサ を 殺した の は 他の 何人 かに 罪 を 

きせるた めであります。 十三の 年まで 母と 共に 外国の 

曲馬団に いた ヤス は、 諸事に 通じ、 変装 や クロ 口 ホル 

ム の 扱い方な どもよ く 心得て いた ものと 察せられ ま 

す」 

* 

海 舟 は 虎之介の 語る 真犯人 をき き 終り、 沈黙し ばし、 
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